
 

 

 

 

 

  

開催日：令和５年９月２２日（金）  

場  所：東京地方裁判所立川支部  

参加者：裁判員等経験者６名、裁判官２名、検察官３名、弁護士２名  

 

 

✿とても良い経験になった。職場や家族の

理解もあったため、集中して裁判に参加す

ることができた。  

✿裁判員経験後は、これまで何気なく見て

いたテレビ等の裁判のニュースに興味を持

つようになった。 

✿性犯罪の事件だったので、話しにくい内

容だと思ったが、裁判官による進行や助言

によって分け隔てなく話すことができた。  

 

✿初めは裁判員がどういうことを行うのか

わからず不安だったが、裁判官が進め方を

導いてくれたので、安心して参加すること

ができた。 

✿職場に裁判員経験者の方がいたので、問

題なく参加できた。今後、職場の人が選ば

れたら、次は自分が勧めていきたい。 

✿当時は毎日必死に過ごしていたが、今考

えると、それぐらい集中して参加できたとい

うことだと思った。 

全体的な感想  
審理について  

✿検察官の冒頭陳述とメモが非常にわかりやすか

った。一方、弁護人の冒頭陳述は、最終的に何を

伝えたいのかがわかりづらかったので、もう少し簡

潔にしてほしいと思った。  

✿共犯者の多い事件だったが、弁護人の作成した

関係図一覧を見て被告人と共犯者の関係を理解

することができた。証人である医師の説明がわかり

やすかった。  

✿人形を使用した再現写真や防犯カメラ映像など

の証拠を見て、具体的に理解できた。 

✿被害者が証人として、本人しか知りえない状況

を勇気を持って証言していたのが印象的だった。  

 
✿法廷でのやりとりは話していいとい

うことだったので、負担に感じること

はなかった。  

✿裁判員になったことは家族や職場の

人に伝えたが、周りが遠慮をして何も

聞いてこなかったので、自分から感想

を伝えるようにしている。  

守秘義務について  



 

✿補充裁判員だったが、評議では全員

の意見を取り上げてくれたので、自分

の意見を伝えることができた。  

✿初めはどういう視点で考えればよい

か難しく感じたが、他の裁判員とすぐに

打ち解けて、年代の垣根を超えて話す

ことができた。  

✿裁判官が出た意見をパソコンで整理

してモニターで見せてくれたため、過去

に発言した内容を見返すことができて

よかった。  

✿一人一人に意見を聞いてくれたの

で、意見を言いやすかった。わからない

ことや難しいことも聞きやすい雰囲気

だった。  

評議について  

皆様からいただいた貴重な御意見、御感想を、今後の裁判員

裁判の運営に生かしていきたいと思います。  

お忙しい中ご参加いただき、誠にありがとうございました。  

 

✿ニュースに出ないような事件もたくさ

んあるということを知る上で裁判員裁判

に参加することは大事だと思うので、機

会があれば経験してほしい。  

✿疑問点があっても裁判は進んでしまう

ため、気になることがあったら裁判官に

聞いて疑問点を解消した方がいい。  

✿自分の職場以外の人と深い話ができ

て、様々な意見を聞くことができたので

勉強になった。自分の経験を職場の方に

伝えるようにしている。  

✿仕事、経歴が異なる人が一つのものに取り

組んでいく良い機会となった。職場に裁判員

経験者の方がおらず、休暇を取る際に苦労し

たため、裁判員裁判がもっと社会に浸透して

ほしいと思った。 

✿とても良い経験になったので、もし２回目の

話があればぜひやりたいと思っている。裁判

員に選ばれる確率は低いと思うので、選ばれ

たら色々な方に参加してほしい。  

✿違う年代の方の意見がとても刺激になっ

た。裁判員裁判についてもっと宣伝をして、多

くの人に知ってほしい。  

これから裁判員になる方へメッセージなど  


